
　

今
回
の
改
正
は
、
慢
性
的
に
遅

れ
が
発
生
し
て

い
る
ダ
イ
ヤ
を
、

時
刻
表
ど
お
り

に
合
わ
せ
て
運

行
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　

な
お
、
新
し

１０月１日から東部線に
新規バス停を設置
●路線　東部線

●設置場所　中部福祉センタ
ー構内（新田町）

●その他　「ＪＲ安城駅」「北
安城駅東」「北明治」の各バス
停は、発着時刻が変わります。
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各
部
会
長
や
委
員
な
ど
は
次
の

と
お
り
。　
　
　
　
　
〈
敬
省
略
〉

■
農
地
部
会

●
会
長　

中
田 
晴  
久 （
安
城
町
）

は
る 
ひ
さ

●
同
職
務
代
理
者　

鳥
居 
益  
夫 

ま
す 

お

（
箕
輪
町
）

■
農
業
振
興
部
会

●
会
長　

石
川 
政  
子 （
福
釜
町
）

ま
さ 
こ

●
同
職
務
代
理
者　

石
川 
求 （
高

も
と
む

棚
町
）

■
選
挙
に
よ
る
委
員

鈴
木 
寛 
ひ
ろ
し（

尾
崎
町
）、稲
垣 
邦  
彦 （
今

く
に 
ひ
こ

本
町
）、 日  
下  
安  
夫 （
篠
目
町
）、菱

く
さ 

か 

や
す 

お

田 
政  
量 （
池
浦

ま
さ 
か
ず

町
）、大
見 
信  
之 （
新

の
ぶ 
ゆ
き

明
町
）、後
藤 
正  
之 （
山
崎
町
）、小

ま
さ 
ゆ
き

松 
博 

ひ
ろ
し（

横
山
町
）、林 
惠  
進 （
上
条

け
い 
し
ん

町
）、太
田 
稔 （
古
井
町
）、黒

み
の
る

柳 
幹 みき

 
保 （
二
本
木
町
）、清
水 
博  
雄 （
福
釜

ほ 

ひ
ろ 
お

町
）、大
参 
俊  
博 （
赤
松
町
）、早
川

と
し 
ひ
ろ

 
元  
三 （
和
泉
町
）、加
藤 
裕  
孝 （
榎
前

げ
ん 
ぞ
う 

ひ
ろ 
た
か

町
）、杉
浦 
英  
彦 （
東
端
町
）、神
谷

ひ
で 
ひ
こ

 
正  
司 （
根
崎
町
）、榊
原

ま
さ 
し

 
修 （
城
ヶ
入

お
さ
む

町
）、加
藤 
則 のり 
夫 （
村
高
町
）、杉
山

お

 
幸 こう 
史 （
桜
井
町
）、鈴
木 
金  
夫 （
東

し 

か
ね 

お

町
）、神
谷 　
  
雄 （
野
寺
町
）

と
く 
お

■
選
任
に
よ
る
委
員

神
谷 
金  
衞 （
和
泉
町
）、安
藤 
幹  
彦 

き
ん 
え
い 

み
き 
ひ
こ

（
赤
松
町
）、鶴
田 
堅  
太  
郎 （
赤
松

け
ん 

た 

ろ
う

町
）、黒
柳 
二  
三  
子 （
小
川
町
）、成

ふ 

み 

こ

瀬 
早  
苗 （
北
山
崎
町
）、榊
原 
喜  
榮 

さ 
な
え 

き 

え

 
子 （
城
ヶ
入
町
）

こ※
任
期
は
平
成　

年
７
月　

日�

２３

１９

ま
で
。

問
い
合
わ
せ
▼
農
務
課

い
時
刻
表
は
本
紙
折
り
込
み
チ
ラ

シ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
や
各
公
民

館
な
ど
で
も
配
布
し
ま
す
。

※
今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
る
バ

ス
停
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
▼
都
市
計
画
課

問
い
合
わ
せ
▼
市
民
安
全
課

●
内
容　

暴
力
追
放
運
動
の
趣
旨

に
合
い
、
市
民
に
強
く
訴
え
る
も

の（
１
人
３
点
ま
で
応
募
可
）

●
賞　

１
位
１
万
円
分
・
２
位
７

０
０
０
円
分
・
３
位
５
０
０
０
円

分
の
商
品
券

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
小
学
生
以
上
の
人　

●
そ
の
他　

作
品
に
関
す
る
権
利

は
市
暴
力
追
放
推
進
協
議
会
に
帰

属
し
ま
す
。（
優
秀
作
品
は
全
国
暴

力
追
放
運
動
モ
デ
ル
標
語
に
応
募
）

●
申
し
込
み　

８
月　

日�
〜
９

２０

月　

日�
（
当
日
消
印
有
効
）に
、

２０
郵
送
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
作
品
と
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

（
市
外
在
住
者
は
勤
務
先
名
と
所

在
地
か
学
校
名
）を
記
入
し
、
市

民
安
全
課（
〒　�
８
５
０
１
住
所

４４６

記
載
不
要
／a
n
ze
n
@
c
ity.a

n
j

o
.a
ic
h
i.jp

）へ

  

●活動内容　保存会への活動援助や普及活動、後継者育成など
●入会者特典　三河万歳の絵柄入り手ぬぐい、ＤＶＤ
●年会費　普通会員１０００円、特別会員３０００円以上
●申し込み　年会費を持って歴史博物館（�〈７７〉４４７７）へ

 

●とき　９月２８日�午前９時～午後４時
●ところ　安祥城跡、大樹寺、信光明寺ほか
●内容　英傑誕生の軌跡をたどる（松平から徳川への道）
●講師　加藤 善 

ぜん

 亮 （市歴史博物館長）
りょう

●対象　市内在住の人
●定員　２０人（定員を超えた場合は抽せん）
●費用　１７６０円（昼食代含む）
●持ち物　筆記用具、雨具、水筒
●申し込み　はがきに住所・氏名・年齢・電話番号を記
入し、８月３１日�までに歴史博物館「あおぞら歴史教室」
係（〒４４６－００２６安城町城堀３０番地／�〈７７〉４４７７）へ

９
月
１
日
か
ら
あ
ん
く
る
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
を
改
正

農
業
委
員
会
の
会
長
ほ
か
を
決
定

暴
力
追
放
標
語
を
募
集

エコネットあんじょう環境講演会�
いのちを守る都市の森を！�
－安城市から世界へ－�

いのちを守る都市の森を！�
－安城市から世界へ－�

●とき　９月20日 午後２時～３時
●ところ　市教育センター�
●講師　宮脇昭氏（横浜国立大学名
誉教授）��
●定員　200人�
●問い合わせ　環境首都推進課�

●とき　９月14日 、10月19日 、
11月23日 、来年１月25日 、来年
３月８日 午後１時30分（全５回）
●内容　木を植える意味や植生につ
いて考える学習会。フィールドワー
クなどで安城市の木を学ぶ�
●対象　市内在住の高校生以上の人�
●定員　20人（先着順）�
●申し込み　８月20日 ～27日 午
前８時30分～午後５時15分（ を
除く）に、電話で環境首都推進課へ�

　現在市内では、アダプトプログラ
ム制度により25団体が美化活動を行
っています。アダプトプログラムと
は、市民が道路・河川など公共施設
の里親となり、愛情と責任をもって
定期的に清掃など美化活動を行う制
度です。今回、新たに美化活動を行
うボランティアを募集します。（市が
清掃道具の貸し出しなどの支援をし
ます）�
●対象　個人・団体・事業所など�
●問い合わせ　清掃事業所（ 〈76〉
3053）�

　同基金では、矢作川の水源を守る
ため、植林・保育などの山の管理や
上下流の交流に努めています。交流
活動への参加や基金への寄付にご理
解・ご協力をお願いします。�
●問い合わせ　 矢作川水源基金事
務局（ 0564〈23〉2645）�

エコネットあんじょう樹木調査会�

まちをきれいに！�
環境美化ボランティアを募集�

矢作川水源基金に�
　ご理解・ご協力を�

あきら�

■
来
年
４
月
採
用
の
衣
浦
東
部
広

域
連
合
消
防
職
員

●
試
験
日　

９
月　

日�
２１

●
対
象　

昭
和　

年
４
月
２
日
以

６３

降
に
生
ま
れ
、
高
校
を
卒
業
ま
た

は
来
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
人

●
定
員　

４
人
程
度

●
申
し
込
み　

８
月　

日�
〜　

１４

２１

日�
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（�

�
を
除
く
）に
履
歴
書
・
成
績
証

明
書
・
卒
業（
見
込
み
）証
明
書
を

持
っ
て
衣
浦
東
部
広
域
連
合（
刈

谷
市
）へ

■
市
社
会
福
祉
協
議
会
臨
時
介
護

支
援
専
門
員

●
勤
務
日
時
／
場
所　

原
則�
〜

�
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
居
宅
介
護
支
援
事
業
所（
社

会
福
祉
会
館
内
）

※
い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
、
採
用
は
至
急
で
す
。

●
定
員　

２
人
程
度

●
対
象　

介
護
支
援
専
門
員
資
格

と
普
通
自
動
車
免
許
を
持
っ
て
い

る
人

●
時
給　

１
３
０
０
円（
通
勤
割

増
１
日　

円
）

２００

広報あんじょう　2008.8.15�

●
と
き
／
内
容　

９
月　

日�
〜

１２

　

月
５
日�
の
毎
週�
（　

月
３

１２

１０

日�
を
除
く
全　

回
）

１２

ク
ラ
ス
Ⅰ�
午
後
６
時　

分
〜
７

３０

時　

分
／
あ
い
さ
つ
か
ら
始
め
る

３０
基
礎
的
な
英
会
話

ク
ラ
ス
Ⅱ�
午
後
７
時　

分
〜
８

４５

時　

分
／
さ
ら
に
積
極
的
に
会
話

４５
を
楽
し
み
た
い
人
向
け
の
実
用
英

会
話

※
両
講
座
と
も
日
本
語
は
使
い
ま

せ
ん
。

●
と
こ
ろ　

市
民
会
館
・
文
化
セ

ン
タ
ー

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

（
高
校
生
以
下
を
除
く
）

※
過
去
３
年
間
に
５
回
以
上
受
講

し
た
人
は
不
可
。

●
定
員　

各　

人（
定
員
を
超
え

３０

た
場
合
は
抽
せ
ん
）

●
受
講
料　

４
０
０
０
円（
国
際

交
流
協
会
会
員
は
３
０
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

受
講
料
を
持
っ
て

８
月　

日�
ク
ラ
ス
Ⅰ�
午
後
６

２９

時
〜
６
時　

分
、
ク
ラ
ス
Ⅱ�
午

３０

後
７
時　

分
〜
７
時　

分
に
市
民

１５

４５

会
館
講
座
室
へ（
同
時
に
２
人
分

以
上
の
申
し
込
み
不
可
）

※
定
員
に
満
た
な
か
っ
た
場
合
、

９
月
１
日�
か
ら
市
民
活
動
課

で
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
市
民
活
動
課

■
歴
史
博
物
館
臨
時
職
員（
展
覧

会
の
受
付
・
案
内
）

●
勤
務
日
時　
　

月　

日�
〜
来

１０

１７

年
２
月
１
日�
の
う
ち
指
定
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（�
�
出

勤
あ
り
）

●
定
員　

６
人
程
度

●
対
象　
　

歳
く
ら
い
ま
で
の
女
性

５０

●
時
給　
　

円（
通
勤
割
増
１
日

８２０

　

円
）

２００●
申
し
込
み　

８
月　

日�
午
前

３１

９
時
〜
午
後
５
時（�
を
除
く
）ま

で
に
履
歴
書
を
持
っ
て
歴
史
博
物

館
へ

問
い
合
わ
せ
▼
市
社
会
福
祉

協
議
会（�
〈　

〉２
９
４
５
）

７７

問
い
合
わ
せ
▼
歴
史
博
物
館

（�
〈　

〉６
６
５
５
）

７７

問
い
合
わ
せ
▼
衣
浦
東
部

広
域
連
合（�
〈　

〉０
１
３
２
）

６３

職
員
募
集

外
国
人
講
師
に
よ
る

英
会
話
講
座


